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  平成３０年１２月教育委員会定例会 会議議事録 

 

 

 

 １ 招集年月日     平成３０年１２月１７日（月）午前１０時 

 

 

 ２ 招集場所      塩川総合支所 会議室 

 

 

 ３ 出 席 者     教育長             大 場 健 哉 

             教育長職務代理者        武 藤 修 吉 

             二番委員            遠 藤 一 幸 

             三番委員            髙 橋 明 子 

             四番委員            荒 明 美恵子 

 

 

 ４ 出 席 職 員   教育部長            江 花 一 治 

             教育部参事           佐 藤 健 志 

             教育総務課長          大 瀧 浩 信 

             学校教育課長          坂 口   伸 

             生涯学習課長          田 部   一 

             文化課長            植 村 泰 徳 

             中央公民館長          栗 城 由 紀 

             教育総務課長補佐        佐 藤 裕 市 

             学校教育課長補佐        瓜 生 昭 彦 

             生涯学習課長補佐        田 中   勲 

             文化課長補佐          鈴 木 宏 康 

             中央公民館長補佐        佐 藤   誠 

 

 

 ５ 閉     会   午前１１時４２分 

 

 

 

 

 



2 

平成 30年 12 月教育委員会定例会 

              日 時  平成 30 年 12 月 17 日（月）午前 10 時 15 分 

              会 場  塩川総合支所 会議室 

次  第 

 

１ 開  会 

 

２ 会期の決定 

 

３ 書記の指名 

 

４ 会議録の承認 

 

５ 報告事項 

（１）行事等の報告                      （教育総務課）P 1 

（２）教育長の報告 

報告第 21号 共催、後援等の承認について       （教育総務課）P 2 

６ 審議事項 

    議案第 25 号 平成 29 年度喜多方市教育委員会の権限に属する事務の管理 

及び執行状況の点検及び評価について  （教育総務課）別冊・P 4 

    議案第 26 号 平成 30 年度喜多方市教育委員会表彰について(教育総務課）P 5  

７ 協議事項 

    協議事項 13 平成 31 年度学校給食費について      （学校教育課）P11 

    協議事項 14 平成 30 年度生涯学習・生涯スポーツ分野の中期的な施策推進 

の方針（案）について              （生涯学習課）別冊 

８ その他 

（１） 教育長及び各委員から 

（２） 事務局から 

    ・平成 30 年度全国学力・学習状況調査について     （学校教育課）P12 

    ・2020 年東京オリンピック・パラリンピックホストタウン交流事業 

について                     （生涯学習課）別冊 

９ 連絡事項 

（１） 平成 30 年度教育委員会会議の開催日程（案）について   （教育総務課）P13 

 

10 閉  会 
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教育長 おはようございます。 

全員おそろいになりましたので、これより平成30年12月教育委

員会定例会を開催したいと思います。開会の時刻ですが、午前10

時1分ということでお願いします。 

次に、会期の決定についてお諮りをいたします。会期につきま

しては本日１日としたいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 異議なしと認め、会期については本日１日と決定いたします。 

続いて、３番の書記の指名についてお諮りをします。書記につ

きましては、教育総務課の佐藤裕市課長補佐を指名したいと思い

ますが、これにご異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 異議なしということで、書記には教育総務課の佐藤裕市課長補

佐を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。 

続いて、４番、会議録の承認について取り上げます。 

今回の会議録についてでありますが、お手元に10月18日の10月

の定例会、それから10月29日の臨時会についての記録があると思

いますが、訂正事項等ありましたら発言をお願いいたします。あ

りますでしょうか。 

教育長 よろしいですか。では、承認についてお諮りをいたします。前

回２回の会議録についてでありますが、提出のあったとおり承認

するということでよろしいでしょうか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、異議なしと認めますので、前回２回の会議録については、

承認することといたします。 

続いて、５番の報告事項に移ります。 

報告事項は（１）、（２）とありますが、事務局からまずここに

ついて加筆、訂正等ありましたらお願いいたします。 

教育総務課長 加筆、訂正はございませんので、よろしくお願いいたします。 

教育長 では、（１）の行事等の報告について取り上げます。これにつ

いて事務局からの説明ありましたらお願いいたします。 

教育総務課長 それでは、行事等の報告をさせていただきますので、１ページ

をお開き願います。 

前回11月の定例会の翌日、11月9日から本日までの行事等につ

いての報告でございます。10件の行事等がございました。日時、

行事名、開催場所、出席いただきました皆様についても記載して
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ございますので、ご確認いただきたいと思います。説明は省略さ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

教育長 ただいまの内容について、ご意見、ご質問等ありましたらお願

いいたします。 

よろしいですか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 それでは、お諮りをいたします。報告事項（１）の行事等の報

告について、承認することにご異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、異議なしと認めますので、報告事項（１）行事の報告に

ついて、承認することといたします。 

続いて、（２）の教育長の報告について取り上げます。これに

ついて事務局の説明を求めます。 

教育総務課長 それでは、報告第21号共催、後援等の承認についてご説明させ

ていただきますので、２ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

喜多方市教育委員会の共催及び後援の承認申請につきまして、

11月の定例会以降、共催を２件、後援を３件承認いたしましたの

で、喜多方市教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規

則第２条第３項の規定により報告するものでございます。なお、

使用名義は喜多方市教育委員会でございます。それぞれの内容等

につきましては、各所管から説明させていただきます。 

学校教育課長 それでは、３ページをお開き願います。 

学校教育課分は１件、共催１件でございます。 

上から２番目、事業名、平成30年度第46回福島県アンサンブル

コンテスト第43回会津支部大会についてでございます。小学校、

中学校、高校、大学、一般の今回は吹奏楽のコンクールでござい

ます。アンサンブルコンテストということで、小さな小編成、３

名から８名の約100チームが出ての大会でございました。県大会

には24グループが出てございます。 

開催日以下につきましては、記載のとおりです。以上です。 

生涯学習課長 続きまして、生涯学習課分、共催１件、後援１件についてご説

明を申し上げます。 

共催の１番、スポーツクライミング体験講習会（ボルダリング）

でございます。これは2020年東京オリンピック・パラリンピック

競技大会から新種目となりますスポーツクライミングの体験講
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習会を開催いたしまして、東京大会の機運醸成を図ろうとするも

のでございます。対象は、小学校５年生以上の児童・生徒や一般

の方を対象に開催をいたしました。 

開催日以下につきましては、記載のとおりでございます。 

次に、後援ですが、３番、第23回喜多方市長杯蔵のまちフット

サルフェスティバルでございます。これは、スポーツを通した児

童・生徒の健全育成や市内外の参加者との地域を超えた交流を促

進するために開催されているものでございます。開催でございま

すが、12月１日から全８日間ということで、来年の１月20日まで

の期間に８日間を開催するものでございます。 

会場以下につきましては、記載のとおりでございます。以上で

す。 

文化課長 文化課分、後援２件についてご説明申し上げます。 

まず、後援の４番でありますが、事業名、名作こども映画会「盲

導犬サーブ」であります。これにつきましては、通常の映画館で

上映をしない教育映画を各地の公共施設で巡回上映する内容と

なってございます。開催日以下につきましては、記載のとおりで

あります。 

続きまして、５番、デュオリサイタルであります。これにつき

ましては、今現在上越教育大学大学院生のお二人によるリサイタ

ルとなっておりまして、市民の皆さんが気軽に音楽に親しむ場を

提供したいという内容となってございます。開催日以下につきま

しては記載のとおりであります。 

以上です。 

教育長 それでは、今共催２件、後援３件についての説明がありました

が、このことについてご意見、ご質問ありましたらお願いいたし

ます。 

髙橋委員 委員の髙橋です。 

いつもこの説明を受けているときに思うのが、大体どのぐらい

の方が参加しているのかなというのを、伺ってどうしようという

ことはないんですが、例えば2,000人ぐらい参加するものもあれ

ば、10人、20人でもやっていくというものもあると思うので、そ

の辺の人数がもし可能であれば少しお示しいただけるとありが

たいなと思います。 

今のこの人数を知りたいというわけではないのですが。 

教育長 今この場で即答できるところありますか。 

生涯学習課長 共催いたしました１番のスポーツクライミング体験講習会、既
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に終わってございます。参加人数でございますが、55名でござい

ました。ご報告申し上げます。 

学校教育課長 同じく２番目、共催につきまして、報告書では大会全体では

1,300人の報告を受けてございます。ただ、このアンサンブルコ

ンテストは、ご存じかと思うんですが、演奏すると帰っていく、

演奏すると帰っていくということで、８名ぐらいの100グループ、

800人にプラス保護者の皆さん、先生方ということで1,200名での

報告は受けてございます。 

文化課長 ４番の名作こども映画会につきましては、入場の、これは予定

ですけれども、200名という内容となってございます。 

５番のデュオリサイタルにつきましては、80名の参加予定とい

うような内容となっております。 

教育長 よろしいですか。 

髙橋委員 はい、ありがとうございます。 

教育長 今、髙橋委員からあったように、参加人数もわかればなおいい

と思うので、その辺この表の中でちょっと工夫して次回からはよ

ろしいですか。事務局いいですか。（「はい」の声あり） 

では、その辺よろしくお願いいたします。 

ほかにございますか。 

教育長 よろしいですか。では、報告事項21号共催、後援等の承認につ

いてなんですが、これについてお諮りをいたします。ただいま説

明のあった報告第21号共催、後援等の承認について、これを承認

するということでご異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 では、異議なしと認め、報告事項の（２）教育長の報告、報告

第21号については承認するとこといたします。 

続いて、６番の審議事項を取り上げます。 

審議事項についてはお手元の要項のとおり、議案第25号と議案

第26号、２件そこにありますが、このことについてまず事務局か

ら加筆、訂正等ありましたらお願いいたします。 

教育総務課長 加筆、訂正等はございませんけれども、議案第25号の点検・評

価につきましては、本日の配付になってしまいまして、大変申し

わけございませんでした。以上でございます。 

教育長 本日の配付になりましたが、ちょっと厚手の冊子がお手元にあ

ると思います。議案第25号に関する資料です。 

それでは、審議に入ります。 

まず最初に、議案第25号平成29年度喜多方市教育委員会の権限
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に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価についてとい

うことになります。最初に、事務局の説明を求めます。 

教育総務課長 それでは、議案第25号について説明させていただきますので、

４ページをお開き願います。 

議案第25号平成29年度喜多方市教育委員会の権限に属する事

務の管理及び執行状況の点検及び評価についてでございますけ

れども、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第１項

の規定に基づき点検評価を行い、その結果に関する報告書を作成

したいとするものであります。 

なお、報告書につきましては、本日お手元の配付で大変申しわ

けございませんでした。 

この点検・評価につきましては、これまでも10月の定例会、10

月の臨時会、11月の定例会の３回にわたりましてご説明をさせて

いただきながらご協議をいただきました。委員の皆様からもご協

議をいただいてきたところでございます。 

本日、お渡しました報告書につきましては、基本目標と施策目

標がこちら本編、あと別冊ということで重点事業に関する評価を

別冊として添えさせていただきました。 

本日は、本編の基本目標及び施策目標に関する評価、こちらの

ほうの説明をさせていただきたいと思います。 

この中で、３つの基本目標それぞれについて、11月の定例会以

降も有識者会議を２回ほど開催させていただきました。３回ほど

有識者会議を開催させていただいておりまして、その中での意見

等を踏まえて総括を行っております。さらに、最終のページには

教育委員会としての全体的な総括ということで整理をさせてい

ただいておりますので、本日はその３つの基本目標と最後の総括

の部分、こちらについて説明させていただきながら提案をさせて

いただきたいと思います。 

なお、基本目標の説明につきましては、それぞれの部分で中心

となります所管課から説明させていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

それでは、まず基本目標Ⅰの部分からまいりたいと思います。

それについては、学校教育課のほうで説明させていただきます。 

学校教育課長 それでは、ただいまの資料の34ページ、35ページをお開き願い

ます。 

基本目標のⅠ、全ての子どもの「生きる力」を育むということ

で、有識者の皆様の意見を踏まえた総括ということでまとめさせ
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ていただきました。34ページの下、35ページの上の３行でござい

ます。大きく３つに分けて総括をさせていただきました。 

子供たちへの基礎・基本の定着という部分、それから児童・生

徒の学力向上、教員の資質・指導力向上、それから３つ目としま

して学校教育課では学校課題対応事業としてまとめてございま

すが、それぞれの学校へ配置をしている皆様方の充実ということ

で、大きく３つ挙げさせていただいています。 

それでは、①より短い文章ですが読ませていただきます。 

特に教科の中でも基本となる「国語科」と「算数・数学科」の

指導については、基礎・基本の定着とともに、その教科における

応用力や活用力をさらに高めることを目標に、みずから学ぶ力を

身につけさせていくこと。 

２つ目は、学力向上と教員の指導力向上についてであります。 

各学校において児童・生徒の学力に関する経年変化を分析し、

その分析結果を活用しながら児童・生徒個々の推移を捉えるとと

もに、施策目標⑤教員の資質・能力の育成を中心とした取り組み

を充実させ、さらに本市の指導主事の学校への指導訪問等の機会

を多く設定することで、幅広い観点から児童・生徒の学力向上、

教員の指導力向上に生かしていくこと。 

３つ目です。 

全校配置となった学校司書との連携を強化し、児童・生徒が読

書に親しめる環境づくり、授業や読み聞かせ活動とのコーディネ

ーターとして活用を図るなど、学校図書館（図書室）教育をさら

に充実させていく。また、2020年度からの小学校外国語の教科化

に備え、ＡＬＴ（外国語指導助手）の小学校を中心とした配置展

開と教科化に備えた教員への指導・支援に努めるとともに、学校

生活支援員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカ

ー等の有効活用が図られるよう指導・支援していくこと。 

大きく３つに総括としてまとめさせていただきました。以上で

ございます。 

生涯学習課長 53ページをお願いいたします。 

続きまして、基本目標Ⅱ、生涯学習活動への主体的な実践力を

育む、有識者の意見を踏まえました総括について申し上げます。 

大きく５点にまとめさせていただきました。 

なお、このことにつきましては、生涯学習課、文化課、中央公

民館とかかわってございますので、まとめて私のほうから朗読を

もってご説明をさせていただきます。 
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基本目標に関する評価、51ページに加えまして、有識者の意見

を踏まえまして、次の点に配慮して取り組んでいく必要があるも

のでございます。 

まず、１つ目の丸でございますが、家庭教育も含め、若い世代

を対象にした事業の充実を図っていくこと。 

２つ目としまして、図書館の各種サービスや取り組みの充実を

図るため、これまで以上に読書活動の取り組みやイベントの情報

発信に努めていくこと。 

３つ目といたしまして、公民館の講座や行事は、利用者アンケ

ートによりニーズを把握するとともに、研修等による職員の資質

向上に努めながらライフステージに合わせた事業の充実を図っ

ていくこと。 

４点目としまして、児童・生徒や大人が気軽に参加できるスポ

ーツ講習会の開催や、公益財団法人喜多方市体育協会と連携した

スポーツ指導者の育成、各種スポーツイベント等の開催などを通

して、生涯スポーツの推進を図っていくこと。 

５点目としまして、喜多方市社会福祉協議会や青少年健全育成

団体と連携しながら、青少年のボランティア意識の高揚を図る取

り組みや青少年の非行防止、非行への抑止、青少年の健全育成を

図っていくこと。 

以上、５点にまとめさせていただきました。 

文化課長 それでは、62ページから63ページをごらんいただきたいと思い

ます。 

基本目標Ⅲ、歴史、文化、芸術への関心を高め豊かな感性と郷

土愛を育むという目標に対しまして、有識者の意見を踏まえた総

括について、２つ記載をさせていただきました。 

有識者の意見を踏まえて、次の点についても配慮して取り組ん

でいく必要があるということで、62ページの下段ですが、１つ目

の丸、市民のニーズを踏まえた魅力のある美術品の展覧会等を企

画するとともに、これまで以上に情報発信に努めていくこと。 

一番下の行になります。文化財を適切に保護・保存しながら地

域の宝を後世に継承し、文化財の価値を明らかにする調査や講演

会、セミナーなどを通して、郷土の歴史や文化を学ぶ機会の充実

に努めていくことであります。以上です。 

教育総務課長 それでは、最後の64ページお開き願います。 

今までの基本目標ⅠからⅢまでの部分の総括を踏まえ、最終的

な教育委員会としての総括としてまとめさせていただきました。 
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平成29年度の喜多方市教育委員会の権限に属する事務の管理

及び執行状況の点検・評価は、喜多方市教育振興基本計画の施策

体系に基づき、事業・施策ごとに成果実績を中心に評価を行いま

した。 

平成29年度は、基本計画の初年度でしたが、各指標の目標値に

向かって順調に進捗している事業や施策もあり、また、達成でき

ていないものもありました。目標値に向けての進捗状況を把握す

ることにより、具体的に取り組み効果の高い事業や施策の展開が

不十分な部分を把握することができましたので、今後、より効果

的な施策を積極的に推進していく必要があります。 

有識者からは、教育委員会の自己評価とおおむね同等の評価を

いただくとともに、さまざまなご意見をいただきました。基本目

標ごとに「有識者の意見を踏まえた総括」に記載しましたように、

基本目標Ⅰの「全ての子どもに『生きる力』を育む」においては、

「国語科と算数・数学科の指導では、基礎・基本の定着とともに

応用力や活用力を高めることを目標に、みずから学ぶ力を身につ

けさせていくこと」や「児童・生徒の学力に関する経年変化を分

析し、その分析結果を活用しながら児童・生徒の学力向上等に生

かしていくこと」など、基本目標Ⅱの「生涯学習活動への主体的

な実践力を育む」においては、「家庭教育も含め、若い世代を対

象とした事業の充実を図っていくこと」や「ライフステージに合

わせた公民館事業の充実を図っていくこと」など、基本目標Ⅲの

「歴史・文化・芸術への関心を高め豊かな感性と郷土愛を育む」

においては、「美術館で魅力ある展覧会等を企画すること」や「文

化財を適切に保護・保存しながら地域の宝を後世に継承し、郷土

の歴史や文化を学ぶ機会の充実に努めていくこと」などの点に配

慮しながら施策に取り組んでいく必要があります。 

今回の点検・評価で見えてきた成果と課題をもとに、喜多方市

教育振興基本計画の進捗状況を管理し、より効果的な事務事業の

推進を図ることにより、市民の信頼に応える教育行政となるよう

努めてまいります。 

以上、このような内容で教育委員会としての総括をさせていた

だきましたので、この基本目標Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、最終的な総括、この

部分についてのご審議をよろしくお願いしたいと思います。以上

でございます。 

教育長 ただいま、それぞれの基本目標ⅠからⅢについての説明があっ

たわけでありますが、最初に、基本目標Ⅰである「全ての子ども
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の『生きる力』を育む」ということで、これ学校教育課のほうか

ら34ページをもとにして説明がありました。 

この中身について、まず委員の皆様からご意見、ご質問等あり

ましたらお願いいたします。 

髙橋委員 髙橋です。 

資料をしっかり読み込んでいなくて質問するので、書いてある

ことだったら申しわけないと思うんですが、この「全ての子ども

の『生きる力』を育む」という内容で考えると、やはり子供たち

のここに書いてあるのは学力について、国語科と算数・数学科の

指導についてはというような総括が出ていますが、もっと子供自

身のたくましさとか、協調性とか、そういう意味での生きる力と

いうことについては、どのように総括というか、評価をしたのか

というところがもしあれば教えていただきたいと思います。以上

です。 

学校教育課長 基本目標Ⅰにつきましては、31ページ、それぞれの施策目標の

評価、それからその後に基本目標に関する評価、事細かに書いて

あるわけではございません。ただ、施策目標の例えば今委員がお

っしゃったような力だとしますと、③、④の施策の目標がそうで

ございます。そういったことも含めて、生きる力を大きく３つの

力、「確かな学力」、「豊かな心」、そして「たくましい体」という

この３つが知・徳・体が生きる力ということで、その部分での、

今、委員がおっしゃった部分で申しますと、③、④の施策目標が

まさにその部分でございます。 

今回の踏まえた総括ということで、大きくまとめさせていただ

きましたが、それぞれの施策については、今のページにまとめて

ございますので、またご指導いただければと思います。ありがと

うございます。 

教育長 よろしいですか。（「はい」の声あり） 

教育総務課長 今回、有識者の意見を踏まえた総括ということだけ説明させて

いただきましたけれども、流れ的にはまず、一番最初にはこの事

業に関する評価を行いまして、基本目標Ⅰでいきますと、31ペー

ジに施策の目標ごとにそれぞれ評価の概況ということで載せて

ございます。基本目標Ⅰの施策が①、②、③、④、⑤、⑥という

ことで述べた後、32ページのその下につきまして基本目標に関す

る評価ということで基本目標ごとの評価をまとめてございます。

その後、有識者会議がございましたので、有識者会議で意見をい

ただいた部分ということで33ページに有識者の意見というのを
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記載してございます。33から34ページにかけて。先ほど32ページ

で基本目標に関する評価と内部評価をしてございますので、この

評価をもとに有識者から意見をいただいて、その有識者からの意

見に対してこういうようなことでこれから教育委員会として向

かっていくという形で34ページの有識者の意見を踏まえた総括

という流れになっております。 

髙橋委員 よくわかりました。 

教育長 ここの基本目標Ⅰについてよろしいですか。（「はい」の声あり） 

後でまた全体的にお聞きいたしますので。 

では、続いて基本目標Ⅱの「生涯学習活動への主体的な実践力

を育む」ということに対する総括、53ページでありますが、これ

を受けまして、何かご意見、ご質問等ありましたらお願いいたし

ます。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 よろしいですか。 

では、続いて３番目、基本目標Ⅲですが、「歴史・文化・芸術

への関心を高め豊かな感性と郷土愛を育む」ということに対する

総括的な部分、62ページですが、このことについて何かありまし

たらお願いいたします。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 それでは、64ページですが、これまでの基本目標のⅠからⅢを

受けた形で全体的な総括ということで64ページにあります。この

中身等を受けてご意見、ご質問等あったらお願いいたします。 

髙橋委員 一番最後のこの「今回の点検評価で見えてきた成果と課題をも

とにこの計画の進捗状況を管理し、より効果的な事務事業の推進

を図る」とありますが、これは毎年見直しをした中で、また新し

い目標のような形で何かつくっていくということでしょうか。 

教育総務課長 また新しいものをつくるということではなくて、この喜多方市

教育振興基本計画、こちらのほうの進捗状況、毎年毎年管理しな

がら、いわゆるＰＤＣＡサイクルのもと、より改善しながら事業

を進めていく、より効果的な事業を推進するということの中身で

ございます。 

教育部参事 実はこの点検・評価につきましては、さきに書いてあったとお

り、法律に基づいてやらなければならないものでございます。こ

れはどこの市町村も、都道府県も全てでございます。それにあわ

せまして、平成29年度からの計画ということで、教育振興基本計

画というものをつくっております。平成38年度までの計画になる
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んですが、その計画自体がどのぐらい進んでいるか、どのぐらい

の効果を生み出しているかというような検証を毎年する必要が

ありますので、その検証とこの法律に基づいて行う点検・評価を

一体的に行っているというのが、本市の場合でございます。どこ

の市町村でもそうなんですが、こういった教育振興基本計画だと

か、教育に関する計画を持っておりますので、教育委員会の事務

や事業の点検評価をやるに当たっては、当然その計画にのっとっ

て行っている事業や事務について評価をすることになりますの

で、一体的なこういった評価をして、３８年度まで計画期間とし

ている教育振興基本計画、それを毎年、その進捗状況を指標とか

設定してございますので、そういったものを確認しながら、より

進んでいるもの、余り進んでいないもの、逆に言うと後退してい

る部分なんかをよく把握、理解しながら次年度の事業に生かして

いく、そういった流れで今後進めていくという部分になります。 

なお、教育振興基本計画につきましては、現時点の予定だと中

間年度５年後ですから、平成33年度でちょうど５年になります。

したがいまして、その５年を迎えるに当たって、中間見直しとい

うのは、想定はしてございますけれども、教育の流れが大きく変

わったり、市の流れが変わった場合には柔軟に見直しというのは

考えておりますが、現時点ですと、31、32、33年ですから、33年

度中には見直しをして、こういった点検評価をもとにより効果の

高い事業、より効率のよい実施方法なんかを計画として整理をし

ていくと、そのような予定になってございます。 

教育長 ありがとうございました。 

では、今の内容を受けた形で全体的に何かありましたら、ご意

見、ご質問お願いいたします。 

＜なしの声あり＞ 

 いいですか。 

この点検・評価については、先ほど教育参事のほうから説明あ

ったように、平成29年から38年という約10年間のスパンで教育振

興基本計画を立て、先ほど申し上げた９ページの大きな中身にあ

るような、これに基づいていろいろな事業を展開しているわけで

す。途中、中間見直しがあるかもしれませんが、大きな教育上の

変化等なければ大体その９ページの中身の目標、それから施策目

標等に則した形で事業を実施していく。こういった形でとにかく

年々、年ごとの反省点を踏まえてさらにいいものにということ

で、この目標をクリアできるような形で進めていくということに
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なりますので、なお、これをまた、今はご意見、ご質問等なくて

もよく見ていただいて、来年度にまた役立てていただければ非常

に助かりますので、よろしくお願いいたします。 

では、議案第25号については、特にご意見、ご質問なしという

ことでよろしいでしょうか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 それでは、採決を行いたいと思います。 

議案第25号平成29年度喜多方市教育委員会の権限に属する事

務の管理及び執行状況の点検及び評価についてでありますが、原

案のとおり決することにご異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 異議なしと認めます。それでは、議案第25号ついては原案のと

おり可決することと決しました。 

教育総務課長 ご可決いただきましてありがとうございます。 

今の２ページをちょっとお開きいただきたいと思います。 

この報告書につきましては、（５）の公表の方法ということで、

点検・評価の結果の報告書ということで取りまとめましたので、

今後12月中に市議会のほうに提出させていただきます。それと同

時にホームページなどで掲載して公表する予定としてございま

す。こちら両方とも12月中には行いたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

教育長 ありがとうございました。 

今、教育総務課長のほうから今後のことについて、特に市議会

のほう、それからホームページへの掲載ということもありまし

た。よろしいでしょうか（「はい」の声あり） 

それでは、この議案第25号については可決ということでよろし

くお願いいたします。 

続いて、議案第26号平成30年度喜多方市教育委員会表彰につい

てを議題といたします。ここについて事務局から説明を求めま

す。 

教育総務課長 議案第26号につきまして説明させていただきます。５ページを

お開きいただきたいと思います。 

議案第26号平成30年度喜多方市教育委員会表彰についてでご

ざいますけれども、喜多方市教育委員会表彰規則第２条の規定に

基づき、下記のとおり表彰したいとするものでございます。 

まず、１番の被表彰者でございますけれども、別紙名簿のとお

りということで６ページをごらんいただきたいと思います。 
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こちらにつきましては、去る12月12日に教育部長を委員長とし

ます教育部各課長により構成する選考委員会を開催いたしまし

て、内申のありました被表彰者について選考したところでござい

ます。 

なお、８、９、10と８ページから10ページにつきまして、参考

資料としまして、表彰規則実施要項で選定基準につきまして記載

をさせていただきました。こちらは後ほどごらんいただければと

思います。 

なお、表彰区分につきましては、10ページの選定基準のところ

に右側に区分（１）から（７）までございます。こちらが表彰区

分となっておりますので、こちらにつきましては後ほどごらんい

ただければと思います。 

では、６ページのお戻りいただきたいと思います。 

表彰の結果につきましては、この名簿のとおりでございますけ

れども、まずナンバー１から４まででございますが、こちらにつ

きまして先ほどの表彰区分の（１）のアということで、教育行政

に従事しその功績が顕著なものとして、社会教育委員や非常勤公

民館長、公民館運営審議会委員などを努められた皆様４名の方を

表彰したいとするものでございます。続きまして、ナンバー５か

ら８まででございますけれども、こちらにつきましても先ほどの

表彰区分（１）のイでございまして、学校医あるいは学校薬剤師

として本市の教育行政に貢献をいただいた皆様ということで４

名の方を表彰したいとするものでございます。次に、ナンバー９

から11まででございますが、こちらは先ほどの表彰区分の（６）

のアで、学術・芸術、その他の文化的活動において優秀な成績を

おさめられたということで３名の方を表彰したいとするもので

ございます。続きまして、ナンバー12から次のページのナンバー

20まで、こちらにつきましては、（６）のイということで、スポ

ーツの分野において優秀な成績をおさめられたということで、８

名の個人と１団体を表彰したいとするものでございます。次に、

ナンバー21でございますが、表彰区分の（７）ということで、今

まで説明した表彰区分以外に本市の教育の振興に貢献していた

だき、その功績が顕著であると認められた方ということで１団体

を選考させていただいたところでございます。合計で個人で19

名、団体が２でございます。トータルで21でございます。 

それぞれの具体的な功績につきましては、一番右の欄に記載し

てございますので、こちらについては説明省略させていただきま
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す。 

５ページにお戻りいただきたいと思います。 

２番目の表彰式の挙行日でございますが、今年度につきまして

は平成31年１月26日土曜日午前10時半から開催するものでござ

います。例年ですと２月11日を表彰式として行ってきたんですけ

れども、今回冬まつりなどの日程の関係からちょっと前倒しをさ

せていただきたいということでこの日程を組ませていただきま

した。よろしくお願いいたします。 

３番目の会場でございますが、喜多方プラザの小ホールを予定

しております。 

以上、ご提案申し上げます。よろしくお願いします。 

 ６ページにお戻りいただきまして、（１）の部分につきまして、

10ページをごらんいただければと思います。（１）の教育行政に

従事し、その功績が顕著なものの、このアとイの方で一応６年以

上在任した方とかと書いてあるんですけれども、在任して、ア、

イに関してはあくまでも在任中の表彰ではなくて、退任された方

ということで表彰をさせていただいております。６年以上在任し

た者とか功績があった者で、さらに退任された方ということで対

象とさせていただいおります。 

 以上でございます。 

教育長 今の補足説明もありましたが、審議に入りたいと思います。 

初めに、質疑ということで、ご質問等ございますでしょうか。 

遠藤委員 遠藤です。 

去年も申し上げたんですけれども、表彰の対象者ということで

市内に居住し、かつ市内の小中高等学校に在学している者及び一

般となっていますが、近隣の高校、西会津なり、若松方面なり、

市内在住で優秀な成績を収める生徒もいらっしゃるので、その生

徒も表彰の対象者にすべきと思うのですがいかがでしょうか。 

教育総務課長 昨年も同じような質問をいただきまして、去年の答弁としまし

て、やはりほかの市内ですとなかなか把握するのが難しいという

ことではあったんですけれども、なお、これにつきましては、今

後加えるかどうかについてさらに検討させていただきたいと思

います。 

教育長 今、９ページの喜多方市教育委員会表彰実施要綱の中の第２の

表彰者の対象者についてということで、その辺についてご意見が

ありました。今後検討するということでありますが、来年度には

きちんと定めていかないとまずいことなので、よろしくお願いし
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たいと思います。 

ほかにございませんでしょうか。 

髙橋委員  その対象者ということで思うのは、内申があったものについて

選考委員会で会議をして決めるというご説明があったんですが、

それでは内申がなければこの賞には該当しないということにな

るので、やはりスポーツ分野ですとか、高校生、中学生で優秀な

成績をおさめた人というのは、地域の例えば公民館とか、学校と

か、そういったところから内申が上がってくるものでしょうか。 

教育総務課長 そのとおりで、各学校のほうにお願いして出していただくよう

にしております。 

髙橋委員 そうすると、例えば先ほどのお話のように、高校生で、小学校、

中学校だったら学校から上がってくると思うんですが、高校生の

場合、私が公民館に勤めていたときには、そういえばそこのうち

の誰々さんが県大会で優勝したという話を聞いたよなみたいな

感じで急いで上げるということもあったので、やはり漏れないほ

うがいいという感じがあります。漏れてしまうということもある

んでしょうか。 

教育総務課長 各学校、いろんな方面に各担当課のほうからそれぞれ願いをし

て、漏れのないようには注意をしているところでございます。 

髙橋委員 わかりました。 

教育長 その辺の漏れについては確かに非常に危ない部分もあります

ので、極力漏れがないようにということで努めていくということ

で。 

ほかにございませんか。ご質問もあわせてどうでしょうか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 よろしいですか。 

それでは、お諮りをいたします。審議事項の議案第26号平成30

年度喜多方市教育委員会表彰についてでありますが、この承認に

ついてご異議ございませんか。 

＜異議なしの声あり＞ 

教育長 それでは、異議なしと認めますので、議案第26号平成30年度喜

多方市教育委員会表彰については原案のとおり可決することと

いたします。 

以上、６番の審議事項２件ですね。終わりたいと思います。 

続いて、７番の協議事項を取り上げたいと思います。要項によ

りますと、協議事項の13と14、２件となっておりますが、まず最

初に事務局から加筆・訂正等ありましたらお願いいたします。 
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教育総務課長 加筆・訂正等はございません。よろしくお願いします。 

教育長 では初めに、協議事項の13、平成31年度学校給食費についてと

いうことで、事務局からの説明を求めます。 

学校教育課長 それでは、11ページをお開きいただきたいと思います。 

協議事項13、平成31年度の学校給食費については、給食で使用

する食材価格の高騰及び平成31年10月からの消費税率10％に伴

う食材等調達価格への影響を検討した結果、１食当たり単価を見

直し、下記のとおりとしたいとするものでございます。 

なお、学校給食で使用する食材については、軽減税率が適用さ

れる見込みではありますが、消耗品、加工賃、調味料関係なんで

すが、これについては10％の税率適用ということで、下に５地区、

この中には５地区９つの調理場があるわけでございますが、それ

ぞれの地区10円から11円の増ということで、このような値上げを

考えてございます。 

なお、前回は消費税８％になりました平成26年に一度値上げを

してございます。５年間据え置きということで、今回このような

状況の中、考えたところでございます。 

なお、下はこの１食当たりの単価を導くための算出内訳でござ

います。ごらんいただければと思います。 

ご協議いただきたいと思います。以上です。 

教育長 ただいま学校教育課長から説明がありましたが、この内容につ

いてご意見、ご質問等あったらお願いいたします。 

荒明委員 荒明です。 

質問です。平成31年度算出内訳の１食当たり単価についての質

問なんですが、主食費についてですが、喜多方と熱塩加納は30円

ぐらいから40円ぐらいとなっているんですが、塩川、山都、高郷

は極端に言えば倍ぐらい高いのですが、この単価の違いはどこか

ら来るんでしょうか。 

教育長 主食費ですね。単価の違いなんですが、この違い。 

学校教育課長 申しわけございません。このあたりにつきましては、私きょう

準備不足で申しわけございません。今、ちょっとお時間いただき

まして、さっといけるようでしたらそこで申し上げますが、ない

場合には後ほどご回答申し上げたいと思います。大変恐縮でござ

います。申しわけございません。 

教育長 しばらくちょっとお待ちください。わかりましたら事務局のほ

うから説明。 

では、今のご質問については後に回しまして、ほかにありまし



19 

たらお願いいたします。 

 ＜なしの声あり＞ 

教育長 よろしいですか。 

最初に書いてあるように、食材の価格も高騰と、それとやっぱ

り10％の消費税引き上げという部分は大きい。それでも考えてみ

ると１食当たり350円出せばみんな食べられるという、そういう

部分でありますので、学校給食というのはすごいなと改めて思い

ますね。 

それでは、先ほど荒明委員からあった内容については、わかり

ましたら後でということで次に進ませてもらってよろしいです

か。（「はい」の声あり） 

協議事項の平成31年度学校給食費については、これまでにいた

します。 

教育長 続いて、協議事項14の平成30年度生涯学習・生涯スポーツ分野

の中期的な施策推進の方針（案）についてということであります。

これを取り上げますので、事務局からの説明を求めます。 

生涯学習課長 それでは、別冊でお配りしてございます協議事項14と書かれて

おります平成30年度生涯学習・生涯スポーツ分野の中期的な施策

推進の方針（案）についてご説明を申し上げます。 

なお、この案につきましては、前回11月８日に開催をいたしま

した教育委員会定例会におきましてご協議をいただいておりま

して、今回が２回目となってございます。 

なお、今回資料作成させていただきました中では、11月８日の

教育委員会におきましてご意見頂戴いただいた部分につきまし

て、アンダーラインを付しまして、作成させていただいたもので

ございます。 

４ページをお願いたします。 

施策目標①の「学びを通じた心豊かな人材の育成」に関する取

り組みの方向性のポイントの中で、アの部分でございます。ここ

のアンダーラインの中で、「講師派遣事業につきましては、先人

の教えの普及およびボランティア活動に繋がるよう働きかけを

行います」というような表記をさせていただきました。 

また、今後の取り組みに関しましては、５ページの中ほどのア

ンダーラインの部分でございます。「また、引き続き講師派遣事

業を実施し、喜多方市の先人の教えを学んだ市民から他の市民へ

広く先人の教えを伝えていただくようにするとともに、喜多方市

社会福祉協議会などのボランティア活動の取組みに繋がるよう
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に働きかけを行います」というような表記をさせていただいたと

ころでございます。 

今回追加をさせていただきましたのは、８ページでございま

す。８ページの中ほどのアンダーラインに部分でございますが、

31年度以降の取り組みといたしまして、「生涯学習分野で小学校、

中学校の教育活動との連携」という部分をここに入れさせていた

だいたものでございます。これは今ほどご審議いただきました教

育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検・評価の

中にも記載されているところでございますので、この部分を改め

て記載をさせていただいたところでございます。 

なお、このことにつきましては、去る11月21日に社会教育委員

会の会議を開催してご協議をいただいたところでございますが、

社会教育委員の皆様からは５ページの人づくり指針の学んだ方

が、そのことを周りの人に伝えていくということについては、非

常にいいことだというようなご指摘を頂戴いたしました。行政と

しても限界はあるので、このような取り組みを推進すべきである

とのご意見を頂戴しているところでございます。 

また、社会教育委員会議におきましては、大きな方針の転換は

なく、文言の部分的な訂正などはご指摘をいただいたところでご

ざいますが、方針の転換はなく、この内容でご了承をいただいて

いるところでございます。 

よろしくご協議をいただきたいと思います。 

教育長 ただいま説明が終わりました。委員の皆様方からご質問、ご意

見等ありましたらお願いいたします。 

髙橋委員  先ほどご説明あったように、社会教育委員の会議の内容ですと

か、これこういうふうになりましたというふうにご説明をいただ

くととてもわかりやすくて、前々回、地域でもっと先人の教えを

学んだ方が地域で活動できるようにしたらいかがかというよう

なことを申し上げたような記憶をしているのですが、それを受け

ていただいて、こういう流れでこうなったというご説明をいただ

きまして、とてもわかりやすく感じました。ありがとうございま

した。 

教育長 ほかにございますか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 よろしいですか。 

それでは、協議事項14平成30年度生涯学習・生涯スポーツ分野

の中期的な施策推進の方針（案）については、先ほど説明があっ
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たとおりということで、これはこれまでとしたいと思います。 

それでは、先ほどの給食費の件について。 

学校教育課長 大変本当に時間を要しました、申しわけございません。 

今の主食についてのお値段でございますけれども、喜多方、熱

塩加納については、同じく学校給食共同調理場での職員の自前で

の炊飯ということで、この価格でおさまっているということで

す。塩川、山都、高郷については、委託業者の炊飯ということで

の手数料等を含めての値段ということでこのようになっている

ということでございます。大変申しわけございませんでした。 

よろしくお願いいたします。 

教育長 炊飯料の違いということでよろしいですね。 

荒明委員よろしいですか。 

荒明委員 はい、わかりました。 

教育長 それでは、以上で協議事項の２点についてはこれで終わりま

す。 

それでは、８番のその他に入ります。（１）、（２）とあります

が、教育長及び各委員から、これについては特にありませんか。 

それでは、（２）の事務局からに移ってよろしいですか。 

委員の皆さんから何かありますか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 それでは、事務局からということで、２点上がっておりますの

で、平成30年度全国学力・学習状況調査についてということと

2020年東京オリンピック・パラリンピックホストタウン交流事業

についてということで上がっておりますが、まず最初に、平成30

年度全国学力・学習状況調査について、ここについて事務局から

の説明を求めます。 

学校教育課長 それでは、12ページお開きいただきたいと思います。 

９月の教育委員会定例会でのお話でございます。９月25日の教

育委員会定例会で平成30年度の全国学力・学習状況調査の結果に

ついてということで、それぞれの表の上の部分、横軸のグラフを

お示しして、宿題と家庭での予習・復習についての本市の取り組

み状況ということでお答え申し上げたところでしたが、荒明委員

より次のようなご質問がありました。「上の②は家で学校の宿題

をしていますかという質問、③、これは下のほうになりますが、

下の横軸は家で学校の予習・復習をしていますかという質問なん

ですが、②は学校の宿題をあまりしていないような結果になって

いる。③では予習・復習をしているようなというようなことです
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が、何かすごく矛盾を感じます。この結果をどういうふうに捉え

たらよろしいのでしょうか」というご質問がございました。これ

につきまして回答をさせていただきます。小学校は学級担任制な

のでまだいいですが、中学校のほうはそれぞれの教科担当が入り

宿題の量がわからずどんどんどんどん出していくと、宿題が余り

にも多くなったりするのがあるので、宿題については精選してい

きましょうということが１つ、それから宿題に予習・復習という

のがあるんですけれども、何と言っても基礎学力の定着、学力の

向上、それから学力の意欲、意欲づけのためには予習・復習をと

にかく喜多方市はやっていきましょうと、これが四、五年前のと

いうことでやったところです。それでこのグラフの結果が出たと

ころです。なお、10月に全国学力・学習状況調査に係る学力向上

推進協議会、各校長と各校の学力向上担当者が参りますので、そ

のときの会議でこれを議題にして、報告後ほどさせていただきま

すということで、12月の定例会になってしまったわけです。そん

なことでお許しをいただきたいと思います。 

12ページ改めてご説明申し上げますが、今回、学校教育課のほ

うで縦の棒グラフ、５％刻みの表をつくらせていただきました。 

「家で学校の宿題をしていますか」というのは、全国よりちょ

っとやっぱり落ちるんですが、小学校、中学校とも90％以上ほぼ

やっていますよという結果が出ています。とはいえ、これはその

場でも申し上げたとおり、全国平均を下回るというのは、これは

やはりもう少しやっていく必要はあるかなというところです。た

だ、前回も申し上げましたが、宿題にも内容と質がありまして、

あるいは宿題の中に予習・復習というようにやっている小学校さ

んもあるものですから、下の段です。下の段の縦の軸のところで

すが、「授業の予習・復習をしていますか」と、これはここにも

書いてございますように、全国比で小学校は約20ポイント、中学

校においては14、5ポイント全国を大きく上回っているというよ

うな状況で、この四、五年、学校に指導して学校の先生方が指導

してきていただいた状況がこれで読めるかなというふうなとこ

ろでございます。 

補足の説明でございました。 

教育長 ただいま説明ありましたが、そのことについて何かございまし

たらお願いいたします。 

髙橋委員 髙橋です。 

私もこの部分について少し考えてみたんですが、児童クラブな
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どがあると、家で宿題をやらずに児童クラブにいる間に宿題をや

っている子供多いのでは。この家で宿題をやるかやらないかとい

うことよりも、じゃあどこで宿題をやっているの、どのぐらい宿

題はきちんとやっているかということのほうが大事だったなと

いうふうに感じました。先ほどの資料は教育委員会のほうで縦軸

にグラフをつくり直していただいたというような、大変わかりや

すく示していただいたものもあったので、もし可能なら家で学校

の宿題をしている数値がとても低いとなったら、それはなぜかと

いうことと、どこでやっているのかというのもちょっともう少し

踏み込んで考えるんだったなというふうに感じたところです。 

学校教育課長 今、髙橋委員のご意見ですが、そのとおりだと思います。ただ、

これは国の全国学力・学習状況調査ですので、これの追質問はし

てございません。ただ、我々はそこまで入ってはいないんですけ

れども、検討材料にはなるなと、これは我々もなるほどと思いま

した。 

実は、この全国学力・学習状況調査とは別に、学期ごとに子供

たちがどういったところで何をしているというような学習に関

する調査をやっていただいております。そこに追質問としてお出

ししてもいいかなという部分もございます。学校訪問ですとか、

生徒指導訪問等で学校に行きますと、話の中には出てくるんで

す。おっしゃるとおりで、小学校さんだとそういう放課後家に帰

る前であったり、中学校ですと部活の後にそのまま塾に行ってし

まいますので、塾の待合室あたりでやっている子供もいるようで

す。これについて、ここに算出しているかとどうかというのは、

学校には私は聞いておりませんけれども、今後必要になってくる

ところかなと、いいご指摘をいただいたと考えておりますので、

ちょっと考えたいと思います。 

髙橋委員 全国のそういう統計を見てというお話でしたけれども、どうし

ても保護者だったり、一般の方というのは全国の統計から見て喜

多方が劣っているというふうにどうしても捉えてしまうんです

けれども、今おっしゃったように、出てきた情報を読み解く力と

いうのがやっぱり地域の人にも、保護者にも、みんなに必要なん

だなとすごく感じますので、全国学力調査の報告が出ましたみた

いな形だけで見せられてしまうとどうしてもこれが問題点に感

じてしまうんですが、その辺をもう少しわかりやすく示してもら

うとか、みんなで考えるとか、そういったことがすごく必要だと

感じました。 
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荒明委員 ちょっと疑問に思ったことなんですけれども、この質問の意図

がちょっと不明確だなというふうに思ったんですが、「家で学校

の宿題をしていますか」という質問は、家で勉強しているのかと

いうことを聞きたいのか、それとも宿題をちゃんとやっているの

かということを聞きたいのか、それは下の質問も同じなんです

が、家でやることが大事なのか、それとも予習・復習をやってい

るのを聞きたいのか、質問の意図がちょっと曖昧というのが感じ

られるし、そこら辺が多分子供の受けとめ方も同時に宿題は例え

ばスクールバスに乗るような子が学校でバスの待ち時間を利用

してやっていれば家ではやっていないので、やっていないみたい

につけてしまうこともあるので、その子供の受けとめ方はやはり

素直にそのまま文言のまま受けとめているので、やはり教師のほ

うでこの質問書を与えるときに質問の意図を教師のほうでちゃ

んとつかんでいないと、家でどれだけやっているか、あるいは宿

題をちゃんとやっているのか、その辺をきちんと受けとめた上で

子供にそれなりの理解をさせて、このアンケートに答えさせない

と、ちゃんとした結果というか、それは出ないし、その結果を活

用した指導というところにもつながっていかないのではないの

かなというふうに思いましたので、質問の意図をちゃんと明確に

するべきかなと思いました。以上です。 

教育長 そうですね。質問の意図。 

学校教育課長 この質問にはやっぱり意図がございます。宿題をあなたはやっ

てきていますか。あなたは予習・復習をしますかというのが   

意図です。そのように捉えて、そのようにやっぱり公表していま

すし、ただ、これは県を通じてやはりこういった現状があるんだ

ということも一つ、それから今委員からお話がありましたが、や

る学校によって結果が違うのも困りますので、例えばですが、塾

でやることも含めなさいという先生としない先生ではこれまた

変わってきますし、これは大事なことだと思います。いいご意見

いただきました。ありがとうございました。 

教育長 やっぱり「家で」と聞いているのには意図はあろうと思います。

やっぱりその辺も含めて調査書の説明なり、もう一回再度読んで

みる必要もあるし、県教委なり、もう一遍その辺確認してみる必

要あると思いますので、そんなところでここはよろしいですか。

（「はい」の声あり） 

ほかにここについて何かありましたらお願いします。 

＜なしの声あり＞ 
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教育長 では、この件についてはこれまでとします。 

続いて、2020年の東京オリンピック・パラリンピックホストタ

ウン交流事業についてということで、事務局より説明を求めま

す。 

生涯学習課長 それでは、お手元にお配りしました別冊でございます。2020年

東京オリンピック・パラリンピックホストタウン交流事業につい

て、現在までの中間報告をさせていただきたいと思います。 

まず、お手元の資料の１番表紙でございます。 

国のホームページに掲載されておりますものを抜粋して載せ

させていただきました。 

まず、ホストタウンについてご説明を申し上げたいと思いま

す。 

ホストタウン、４種類ほどのホストタウンがございますが、上

のホストタウンというのは一般的なものでございます。 

ホストタウンとはということで、ちょっと朗読いたします。日

本の自治体と、市町村と、2020年東京大会に参加する国・地域の

住民等がスポーツ、文化、経済などを通じて交流し、地域の活性

化等に生かしていくものがホストタウンでございます。このホス

トタウンに登録をされますと、特別交付税として交流活動の２分

の１の支援が得られるところでございます。 

喜多方市は、現在この申請を行っているところでございます。 

その下、復興「ありがとう」ホストタウンでございます。 

ホストタウンの種類の中の一つでございまして、これは東日本

大震災の被災３県の自治体を対象に設けられているホストタウ

ンでございます。震災時に支援をしてくれた海外の国・地域に復

興した姿を見せつつ、住民との交流を行い、2020年に向けた交流

を行う復興「ありがとう」ホストタウンというのを国では設置い

たしました。喜多方市、この復興「ありがとう」ホストタウンに

手挙げをいたしまして、７月27日に既に決定を受けているところ

でございます。 

このホストタウンの交流でございますが、３つ行わなければい

けません。メニューといたしまして。 

１つといたしまして、大会参加国・地域の方々との交流という

ことで、東日本大震災のときにウィルソンビル市の市民の方から

義援金などいただき、また応援のメッセージなどもいただいてお

ります。ウィルソンビル市の市民の方との交流というのが１つ目

となっております。 
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２つ目でございますが、大会参加者との交流ということで、大

会中にアメリカ合衆国の選手、オリンピックに参加したアメリカ

合衆国の選手との交流ということで、事前交流でも構いません

し、またオリンピックの協議が終わった後、アメリカの選手が帰

国する前に交流するということでも構いません。また、必ずオリ

ンピアンでなければいけないかというとそうではなくて、その関

係者、監督、コーチという方とでも大丈夫ということでございま

すが、現在オリンピアンの方々との交流ということで話し合いを

進めているところでございます。 

３点目は、日本人のオリンピアン・パラリンピアンとの交流と

いうことで、これはもう既に喜多方市ではオリンピック・デーラ

ン、その後に引き続いたオリンピック選手とのスポーツ講習会、

またオリンピック選手を招いた講演会など進めていくものでご

ざいます。 

このような状況の中で、喜多方市、アメリカ合衆国を相手国と

いたしまして、復興「ありがとう」ホストタウンというふうに手

挙げをいたしまして、決定を受けているところでございます。 

このページの一番下、福島県の一番最初に喜多方市（米国）と

書いてございます。アメリカ合衆国を相手国といたしまして、復

興「ありがとう」ホストタウンというものを決定いただいている

ところでございます。 

現在までの経過について申し上げます。 

１ページをお開きいただきたいと思います。 

まず、ホストタウン検討委員会でございますが、庁内で副市長

を委員長といたします庁内検討委員会を組織をいたしまして、３

回ほど会議を開いてございます。この経過は記載のとおりでござ

います。 

また、②ホストタウン登録申請でございますが、ここでご説明

申し上げましたが、７月27日金曜日、復興「ありがとう」ホスト

タウンということで決定を受けているところでございます。しか

し、今後交流を進めていく上で、特別交付税の支援を受けるため

にはホストタウンというものを登録申請を受けなければいけま

せん。その登録届けを11月29金曜日にこの登録申請書と交流計画

書を国に対して送付しているところでございます。県に提出しま

して、県からオリンピック大会事務局のほうの提出がなされてい

るものでございます。 

また、③でございますが、相手国アメリカとの関係機関等への
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訪問、視察ということで、ここに記載のとおりでございます。現

在まで進めてきたところでございます。 

また、④国、県、関係機関等に対する支援要請及び要望等につ

きましても以下記載のとおりでございます。 

３ページにつきましての説明は省略をさせていただきたいと

思います。 

４ページをお開きいただきたいと思います。 

こちらは、11月29日に提出いたしましたホストタウンの登録申

請書でございます。 

これの中身につきましては、６ページ以下交流計画でございま

す。 

まず、６ページの一番上でございますが、交流の相手国・地域

名はアメリカ合衆国、そして相手国・地域との折衝状況につきま

しては、現在までの交渉状況などについて記載をしているところ

でございます。 

７ページでございますが、相手国・地域の在京大使館等のコン

タクトパーソンということで、喜多方市、現在２人の方と連絡を

取り合ってございます。アメリカボート協会でございますが、石

塚理事、日本人の方でございますが、アメリカボート協会の理事

を務めておられますこの方とアメリカボート協会を通しまして、

ボートの選手の方々との交流について交渉を進めているところ

でございます。また、ウィルソンビル市でございますが、ウィル

ソンビル市の職員のエリカ・ベーラーさんという方と交渉を進め

ているところでございます。 

まだ交渉は始まったばかりでございますので、具体的にこの内

容でというのは煮詰まってございません。また、来年度の予算の

関係も同時進行で進んでおりますので、具体につきましてはまだ

決まっておりませんが、現在の計画ということでご説明をさせて

いただきたいと思います。 

９ページについてご説明を申し上げます。 

こちら今年度と来年度の計画ということで記載がなされてご

ざいますが、来年度の予定ということでご説明を申し上げたいと

思います。 

まず、大会等に参加するために来日する選手等との交流でござ

います。アメリカ合衆国のボート協会、また体操協会などの競技

団体やスポーツ団体の関係者を招待して、ボート場などの体育施

設を通してスポーツ交流の実施について図っていきたいと考え
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てございます。 

さらに、大会前年に開催される世界ボートジュニア選手権大会

というのが来年の８月に開催されます。ここに参加される選手の

方々をお招きして交流したいということで進めているところで

ございます。 

次に、大会参加国・地域の関係者、ウィルソンビル市の市民の

方々でございます。ウィルソンビル市における義援金活動の中心

的な役割を担った方々や中学生、高校生等を招待いたしまして、

交流をする。また、喜多方市の復興する姿を見ていただくという

ことを来年度取り組みたいということで進めているところでご

ざいます。 

次に、日本人オリンピアン・パラリンピアンでございますが、

これは現在も取り組みをしている内容の継続となってまいりま

す。オリンピック・デーランやオリンピアンによるスポーツ講習

会、また２つ目にはパラリンピックのボート競技の日本代表選手

を招いた交流会。オリンピアン講演会につきましては今年度でご

ざいますが、そのような取り組みを予定しているところでござい

ます。 

交流に伴い行われる取り組みといたしまして、その他というこ

とになってまいりますが、アメリカ合衆国オレゴン州の駐日代表

部の職員の方などを招いたイベント交流などを行っていきたい

という内容の取り組みの予定でございます。 

なお、この経費につきましては、来年の当初予算ということで

現在要求しておりますが、これからその予算の審議も行われると

ころでございますので、現在予定ということでご報告をさせてい

ただきたいと思います。 

10ページにつきましては、2020年、2021年の予定ということを

記載してございますが、こちらについてはまた折を見てご報告を

させていただきたいと思います。 

次に、11ページでございます。 

喜多方市の交流計画の特色でございます。 

喜多方市には福島県唯一の公認ボートコースがございます。下

から３行を朗読いたします。「ボート競技を中心としたスポーツ

交流を実施するとともに、これまでの30年に及びますウィルソン

ビル市との姉妹都市交流事業をさらにスポーツ、教育、文化、経

済の分野に拡大させていく」というのが喜多方市の交流の特色と

いうことで、県のほうを通し大会事務局のほうに申請しているも
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のでございます。 

以下については記載のとおりでございます。 

来年度に向けて現在このような状況でホストタウンの交流事

業の取り組みを進めていくところでございます。 

以上です。 

教育長 ありがとうございました。 

ただいま事務局から説明がありましたが、このことについてご

意見、ご質問等ありましたらお願いします。 

髙橋委員 髙橋です。 

今のご説明を伺っていて、大変大きな取り組みで大変なことだ

というふうに感じるんですが、進めていく中でぜひ一般の市民の

方の参加する部分というのを多くしていただきたいなというの

が思います。ボランティア活動のようなこともこれから推進して

いかなくてはいけないし、地域のコミュニティーづくりがつなが

ればいいんですけれども、今までのできている団体にお願いして

進めていくという方法はもちろんあると思うんですが、それ以外

に復興「ありがとう」ホストタウンのために立ち上がる団体とい

うのも何かつくっていただいて、そして新しい今まで参加したこ

とのなかったような社会教育の何かに参加していないような地

域の人と若い人、それから子供たちというような形で全体的に取

り組めるような、今までこういう余りボランティア活動とか、そ

ういったものをしていないような人たちも、この機会にやってみ

ようという取り組みをしていただけたらと願っています。すごく

大変なことだと思うんですけれども、ぜひ今まである団体だけに

頼らずにというところがお願いしたいところです。ぜひ一般の人

も参加できるようにお願いします。どうでしょうか。 

生涯学習課長 ありがとうございます。 

ホストタウン交流事業、まさに関係するスポーツ団体の方々だ

けにとどまらずに、いかに多くの市民の方々がこのホストタウン

という交流の中に参加していただいて、そして喜多方市においで

になるアメリカ合衆国の方々と交流を持つ、当然オリンピアンを

含めての交流ですが、そのようなものをどうつくり上げていくか

というのが、これからの大きな課題であろうと思います。ありき

たりになってしまうかもしれませんが、ホームページ、あるいは

市広報、そしてあらゆる人脈を使ってお知らせをしながら、より

多くの方々が参加し、そしてまたその事業にボランティアでもい

いから参加してみたいというような、そういうような働きかけを
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進めてまいりたいと思います。ありがとうございます。 

教育長 今言った中身とても大切なことなんですよね。担当の役所の者

だけで右往左往ではなく、やっぱり市民がそこに参画することで

いろんな広がりがあるのかなと思うので、やっぱりここは工夫し

ていかなければいけないなと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

ほかにございますか。 

教育部参事 ホストタウンの件なんですが、中身まで皆さんにご説明するの

は本日が初めてかなと思います。 

実は、この事業につきましては、市長のマニフェストでも掲げ

ている取り組みでありまして、ことしの４月に市長が新しくかわ

られたということで、補正予算に上げているんですけれども、そ

の中に入っている事業でありまして、補正予算を説明するときに

さらっと皆さんに説明して程度かなと思います。そういったこと

で、本年度になってから急遽生涯学習課と実は事務局としては企

画調整課が入ってございます。なぜかと申しますと、当面オリン

ピックまでは、スポーツを中心とした交流をしましょうと、オリ

ンピック以降につきましては、スポーツに限らず産業面だとか、

経済面だとか拡大していきましょうと、そういったこともありま

すので、企画調整課と生涯学習課２つの課が事務局になって今庁

内で進めております。当然今ほど髙橋委員からもありましたよう

に、市民全体に広げるというのが生涯学習課長も申しましたとお

り、すごい課題でございます。中心になる競技については今のと

ころボート競技を中心とした、高郷のボート場をやっぱり活用し

てメインとしていくんだという考えがあったものですから、ボー

ト競技が中心になっているんですけれども、なかなかボート競技

となると一般の人が参加できるという機会が少ない。ですから、

そういった面をどれだけ市民、一般の人を取り込んでいくか。こ

れ、ボートばかりではないんです、競技としては。そのほかにも

考えられる競技はあるんですが、なかなか誘致するのに大変なと

ころもありまして、それ以外の競技についても今若干視野に入れ

ながら検討は進めております。ただ、ボートが中心になりますけ

れども、そういった意味では競技としてのかかわりではなくて、

先ほど生涯学習課長申しましたとおり、お手伝いとしてのかかわ

りだとか、あとは実際のオリンピック競技のときにアメリカチー

ムを応援するようなよくパブリックビューイングとか、そういっ

たものも企画しながらできるだけ多くの市民を巻き込んでいき
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たいと、さらには多くの市民がかかわったのが今度はスポーツか

ら最終的には産業面であったり、観光面であったりということで

拡大していければ、今回のオリンピックでよく言われるレガシ

ー、遺産として後世に残していく一つの取り組みになるだろうと

いうことで、今年度から取り組みが始まったものでございます。

随時また皆さんのほうにも経過、動きあり次第ご説明させていた

だきますので、いろんな知恵をいただければと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。以上でございます。 

教育長 ありがとうございます。 

では、よろしいでしょうか。 

それでは、2020年東京オリンピック・パラリンピックホストタ

ウン交流事業についてはこれまでといたします。 

続いて、連絡事項に入ってよろしいですか。 

それでは、連絡事項についてですが、平成30年度教育委員会会

議の開催日程（案）ということで、事務局の説明お願いいたしま

す。 

教育総務課長 それでは、13ページをお開き願います。 

今後の教育委員会会議の開催日程でございますけれども、定例

会、臨時会につきましては、予定のとおりでございます。なお、

２月25日に臨時会が予定されてございますけれども、新聞報道等

でも皆さんご存じかと思いますけれども、職務代理者の武藤委員

が２月23日で任期満了ということで、ご退任されるということで

す。12月の市議会の定例会で新たな委員として大森佳彦氏を議決

いただきましたので、ご報告させていただきます。２月25日に臨

時会を開催予定でございますので、よろしくお願いいたします。 

今後の日程でございますけれども、来年１月４日10時からが新

春市民のつどい、１月13日日曜日午後１時半からが喜多方市成人

式、１月26日土曜日10時30分からが喜多方市教育委員会表彰式と

いうことで、全て喜多方プラザ文化センターで開催いたします。

委員の皆様のご出席をよろしくお願いしたいと思います。 

日程等については以上でございます。 

生涯学習課長 成人式につきましてあわせてご報告をさせていただきます。 

昨年もご確認ございましたが、成人式でございますが、略式礼

服でのご出席をお願いいたします。白ネクタイで略式でございま

す。壇の上がっていただきまして、式典を１時半からとり行いま

す。その後記念事業ということで、新成人によります思い出のビ

デオレターなども放映させていただきますので、ご出席よろしく
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お願いいたします。以上です。（「女性」の声あり） 

女性の委員さんの場合ですが、昨年黒の服装だと記憶してござ

います。 

教育長 よろしいですか。そのほかに連絡等ございましたらお願いいた

します。 

事務局から何かありましたらお願いします。特にないですか。 

教育委員の皆様方からは何かございますか。 

＜なしの声あり＞ 

教育長 よろしいですか。 

それでは、ないということですので、これで平成30年12月の教

育委員会定例会を閉じたいと思います。 

閉会時刻は午前11時42分ということでお願いいたします。お疲

れさまでございました。 

閉会（午前１１時４２分） 
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以上 記録の正確なることを認め、ここに署名する。 
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